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PEMは、PEMサーバー、PEMエージェント、およびPEM Webインタフェースの3つのプラ
イマリコンポーネントで構成されています。 PEMエージェントは、各管理対象マシンでタス
クを実⾏し、データベースサーバとオペレーティングシステムの統計を収集します。

PEMがサポートするプラットフォームとバージョンの詳細については、次のEDB ウェブサイ
トしてください。

https://www.enterprisedb.com/services-support/edb-supported-products-and-platforms#pem

PEMエージェントのインストール、アンインストール、またはアップグレード処理は、次の
EDB ウェブサイトしてください。

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/

このドキュメントでは、PEMエージェントを使⽤するために必要な情報を提供します。この
ガイドでは、エージェントの基本的な登録、構成、および管理について説明します。このガ
イドは、次のコアセクションに分かれています。

** Postgres Enterprise Postgres概要**-このセクションでは、PEMアーキテクチャの概要
を説明します。
** PEMエージェントの登録**-このセクションでは、PEMエージェントの登録に関する情
報を提供します。
** PEMエージェントの管理**-このセクションでは、PEMエージェントの構成と管理に関
する情報を提供します。
** PEMエージェントのトラブルシューティング**-このセクションでは、PEMエージェン
トのトラブルシューティングに関する情報を提供します。

このドキュメントでは、 PostgreSQLまたはEDB Postgres Advanced Serverデータベースま
たはEDB Postgres Extendedのいずれかを意味する* Postgres *を使⽤しています。
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PEM Architecture

Postgres Enterprise Manager（PEM）は、単⼀のGUIインタフェースを介してマルチプルの
Postgresサーバーをモニタおよび管理するために設計されたツール。 PEMは、インフラスト
ラクチャの次の領域をモニタリングできます。

https://www.enterprisedb.com/services-support/edb-supported-products-and-platforms#pem
https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/


Note * Postgresという⽤語は、 PostgreSQL 、 EDB Postgres Advanced Server、また
はEDB Postgres Extendedのいずれかを指します。

ホスト-1つまたは複数のサーバー（物理的または仮想）およびそれらのオペレーティン
グシステム。
サーバー-ホストで実⾏されているPostgreSQLまたはEDB Postgres Advanced Serverま
たはEDB Postgres Extended（旧称2ndQPostgres）の1つ以上のインスタンス。
データベース-1つまたは複数のデータベースと、その中のスキーマオブジェクト（テー
ブル、インデックスなど）。

PEMは、多数の個々のソフトウェアコンポーネントで構成されています。個々のコンポーネ
ントについて以下に説明します。

** PEMサーバー**-PEMサーバーは、データをモニタリングするためのデータリポジトリ
として、およびエージェントとクライアントの両⽅が接続するサーバーとして使⽤され
ます。 PEMサーバーは、 PostgreSQLのインスタンスと、モニタリングデータをスト
レージするための関連データベース、およびWebサービスを提供するサーバーで構成さ
れます。
** PEMエージェント**-PEMエージェントは、タスクを実⾏し、エージェントホストおよ
び監視対象のPostgresインスタンスからPEMサーバーに統計を報告します。単⼀のPEM
エージェントは、1つ以上のホストに存在するPostgresのマルチプルのインストール済み
インスタンスをモニタできます。
** PEM Webクライアント**-PEM Webインタフェースにより、 Postgresサーバーを管理
およびモニタ、PEM拡張機能を利⽤できます。 Webインタフェースソフトウェアは
PEMサーバーとともにインストールされ、サポートされているWebブラウザーを介して
アクセスされます。
** SQL Profiler **- SQL Profilerは、PEMのSQL Profilerツールによって分析されるモニタ
リングデータとクエリープランをレコードするPostgresサーバープラグインです。これ
はPEMのオプショナルコンポーネントですが、 SQLプロファイラーツールを使⽤する
Postgresの各インスタンスにプラグインをインストールする必要があります。 SQLプロ
ファイラーは、 PostgreSQLサーバーまたはAdvanced Server （PEMサーバーで管理さ
れているものだけでなく）のEDBディストリビューションのサポートされているバー
ジョンで使⽤できます。詳細およびサポートされているバージョンについては、PEM
SQL Profiler Configuration Guideを参照してください。

** PEMアーキテクチャ**

次のアーキテクチャ図は、PEMサーバー、クライアント、管理対象および⾮管理対象の
Postgresサーバー間の関係を⽰しています。

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/


PEM Architecture

PEMアーキテクチャ

PEMサーバー



PEM Server

PEMサーバはPostgresの、クライアントにWebサービスを提供するApacheウェブサーバのイ
ンスタンス、およびPEMエージェントのインスタンスで構成されています。 PEMは、サー
バサイドの暗号化プラグインを使⽤して認証証明書を⽣成します。

Postgresのインスタンス（データベースサーバ）とApacheウェブサーバ（HTTPD）のイン
スタンスは、同じホスト上または別のホスト上にあってもよいです。

** Postgresインスタンス（データベースサーバー）-これはバックエンドデータベース
サーバです。 PEMサーバーのリポジトリとして機能する pem 名前付けのデータベース
をホストします。 pem **データベースには、監視対象の各ホスト、サーバー、および
データベースから収集されたメトリックデータを格納するいくつかのスキーマが含まれ
ています。
** pem **-このスキーマはPEMアプリケーションのコアです。これには、アプリケーショ
ンに必要な構成関数、テーブル、またはビューの定義が含まれています。
** pemdata **-このスキーマには、監視対象データの現在のsnapshotが格納されます。



** pemhistory **-このスキーマには、監視対象の履歴データが格納されます。
** Apache Web Server（HTTPD）**-PEM Webアプリケーションは、HTTPDを使⽤して
WSGIアプリケーションとしてデプロイされ、クライアントにWebサービスを提供しま
す。次のもので構成されます。
** Webコンテンツプレゼンテーション**-プレゼンテーションレイヤーはWebアプリケー
ションによって作成されます（例、ブラウザ、ログインページ、..）。
** REST API**-REST APIを使⽤すると、他のアプリやサービスと統合できます。
データベースサーバーの管理/管理-CREATE、ALTER、DROPなどのデータベースサー
バーの管理および管理アクティビティは、管理対象サーバーと⾮管理対象サーバーの両
⽅で実⾏できます。
ダッシュボード/チャート⽣成-内部的に、Webアプリケーションにはダッシュボードと
チャートを⽣成する機能が含まれています。
管理ツール-Audit Manager、Capacity Manager、Log Manager、 Postgres Expert、
Postgres Log Analysis Expert、Tuning WizardがWebアプリケーションで利⽤可能になり
ました。
その他のツールは、管理対象サーバーまたは⾮管理対象サーバーで機能を提供します。
** SQL Profiler UIの統合**- SQL Profilerは、簡単に分析されたセッションコンテンツのト
レースを⽣成します。
クエリエディタ/データビュー-クエリエディタでは、データのクエリー、編集、ビューま
す。
デバッガ-デバッガはクエリのデバッグに役⽴ちます。
パフォーマンス診断-パフォーマンス診断は、 Advanced Serverのパフォーマンス分析に
ヘルプます。

PEMバックエンドデータベースの稼動インスタンスをホストするには、専⽤のマシンを使⽤
することをお勧めします。ホストは、監視されているデータベースサーバーの数とサーバー
が処理しているワークロードに応じて、⾼レベルのデータスループットのサブジェクト場合
があります。

PEMエージェント

PEM Agent

PEMエージェントは、マシンとオペレーティングシステム、およびそれらがバインドされて
いる各Postgresインスタンスからのモニタリングデータの収集を担当します。各PEMエー
ジェントは、1台の物理的または仮想マシンをモニタし、局所的にマルチプル>データベー



ス・サーバをモニタリングすることが可能であることができる-リモート同じシステムにイン
ストールされ、⼜は-他のシステム上にインストール。また、ユーザ（例、サーバーのシャッ
トダウン、SQLプロファイラトレース、ユーザーが定義したジョブ）によってスケジュール
することができる他のタスクを実⾏する責任があります。

PEMエージェントは、PEMサーバーのインストールとともにPEMサーバーにデフォルトでイ
ンストールされます。通常、PEMホスト上のPEMエージェントと呼ばれます。別途、PEMを
使⽤して監視するPostgresインスタンスをホスティングする他のサーバーにPEMエージェン
トをインストールすることもできます。

ローカルで監視するかリモートでモニタリングかにかかわらず、PEMエージェントは、SSL
証明書ベースの認証を使⽤して、PostgreSQLのlibpqを使⽤してPEMサーバーに接続しま
す。 WindowsのPEMエージェントインストーラとLinuxのpemworker CLIは、各エージェン
トをPEMサーバーに登録し、必要な証明書を⽣成およびインストールします。

PEMエージェントとPEM Serverの間の唯⼀の⼀⽅通⾏があることにノートしてください。
PEMエージェントは常にPEMサーバーに接続します。

PEMエージェントは、監視する各データベースサーバに接続できる必要があります。この接
続はTCP / IP接続（またはオプションでUnixホストのUnixドメインソケット）を介して⾏わ
れ、オプションでSSLを使⽤できます。ユーザは、監視対象サーバーへの接続と認証を構成
する必要があります。

構成が完了すると、各エージェントは、ホストと、監視対象の各データベースサーバとデー
タベースに関する統計情報やその他の情報を収集します。各情報はメトリックと呼ばれ、プ
ローブによって収集されます。ほとんどのプローブは、効率のために⼀度にマルチプルのメ
トリックを収集します。収集されるメトリックの例は次のとおりです。

ディスクI / O統計
ネットワーク統計
データベースサーババージョン⽂字列
データベースサーバー構成オプション（GUC）値
テーブルアクセス統計
テーブルとインデックスのサイズ

PEMプローブのリストはhereにあります。

デフォルトでは、データベースサーバにバインドされたPEMエージェントはOS /データベー
スモニタリング統計を収集し、その特定のデータベースサーバのスケジュールされたタスク/
ジョブを実⾏し、PEMサーバーのpemデータベースにデータを保存します。

アラート処理、SNMP / SMTPスプーラー、およびNagiosスプーラーデータは、PEMサー
バーの	pem	データベースに格納され、デフォルトでPEMホストのPEMエージェントによっ
て処理されます。ただし、PEMエージェントのSNMP / SMTPおよびNagiosパラメーターを
調整することにより、他のPEMエージェントによる処理を有効にすることができます。

これらのパラメーターの詳細については、Server Configurationを参照してください。

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_online_help/04_toc_pem_features/12_pem_manage_probes/03_pem_probe_config/01_pem_probes/
https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_online_help/04_toc_pem_features/02_pem_server_config/01_pem_config_options/


PEM Webクライアント

PEMクライアントは、サポートされているブラウザーで実⾏されるWebベースのアプリケー
ションです。クライアントのWebインタフェースはPEMサーバーに接続し、管理対象サー
バーまたは管理対象外サーバー、およびそれらに存在するデータベースとスキーマを直接管
理できます。

クライアントでは、ダッシュボード、 Postgres Log Analysis Expert、Capacity Managerなど
の機能を介してサーバーに記録されたデータを利⽤するPEM機能を使⽤できます。

SQLプロファイラープラグイン

あなたは、すべてのサーバー上のSQLプロファイラプラグインをインストールする必要はあ
りませんが、あなたは、SQLプロファイラを使⽤したい各サーバー上のプラグインをインス
トールして設定する必要があります。監視されていない開発サーバーにSQLプロファイラー
をインストールして構成することもできます。アドホック使⽤の場合も、 SQL Profilerプラ
グインを⼀時的にインストールできます。

プラグインはEDB Postgres Advanced Serverディストリビューションとともにインストール
されますが、 PostgreSQLで使⽤するには別途インストールする必要があります。 SQL
Profilerインストーラは、EDB websiteから⼊⼿できます。

SQL Profilerは、PEMで管理されていないサーバーで使⽤できますが、スケジュールされた
トレースを実⾏するには、サーバーにプラグインをインストールし、インストールおよび構
成済みのPEMエージェントで管理する必要があります。

SQLプロファイラの使⽤の詳細については、PEM SQL Profiler Guideを参照してください。

Registering an Agent

各PEMエージェントは、PEMサーバーに登録する必要があります。登録プロセスは、エー
ジェントと通信するためにニーズ情報をPEMサーバーに提供します。 Windows⽤のPEM
エージェントグラフィカルインストーラは、エージェントの⾃⼰登録をサポートしていま
す。エージェントがLinuxホストにある場合、	pemworker	ユーティリティを使⽤してエー
ジェントを登録する必要があります。

RPMインストーラは、PEMエージェントを	/usr/edb/pem/agent/bin	ディレクトリます。
エージェントを登録するには、pemworkerユーティリティを呼び出すときに、登録の詳細と
ともに	--register-agent	キーワードを含めます。

	pemworker	--register-agent	

	pemworker	ユーティリティを呼び出すときに、コマンド⽂字列にコマンドラインオプショ
ンを追加します。各オプションの後には、対応する値が続く必要があります。

Option Description

https://www.enterprisedb.com/downloads/edb-postgres-enterprise-manager
https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/


	--pem-server	

PEMバックエンドデータベースサーバのIPアド
レスを指定します。このパラメータは必須で
す。

	--pem-port	
PEMバックエンドデータベースサーバのポート
を指定します。デフォルト値は5432です。

	--pem-user	

PEMバックエンドデータベースサーバのデータ
ベースユーザ（スーパーユーザ特権を持つ）の
名前を指定します。このパラメータは必須で
す。

	--pem-agent-user	
PEMサーバのバックエンド>データベースサーバ
を接続するために、エージェントのユーザを指
定します。

	--cert-path	

証明書が作成されるディレクトリへの完全なパ
スを指定しパス。パスを指定しない場合、証明
書は次の場所に作成されます：Linuxでは〜/
.pem Windowsでは％APPDATA％/ pem

	--config-dir	

構成ファイルを⾒つけることができるディレク
トリパスを指定します。デフォルトは＆lt;
pemworker パス> /../ etcです。

	--display-name	
PEM ブラウザツリーコントロールに表⽰される
エージェントのユーザフレンドリ名前を指定し
ます。デフォルトはシステムのホスト名です。

	--force-registration	

force_registration句を含めて、指定された引数で
エージェントを登録するようにPEMサーバーに
指⽰します。この句は、既存のエージェント構
成をオーバーライドする場合に役⽴ちます。デ
フォルト値は「はい」です。

	--group	 エージェントが表⽰されるグループの名前。

	--team	
監視対象のデータベースサーバにアクセスする
必要がある、PEMバックエンドデータベース
サーバ上のデータベースロールの名前。

	--owner	
エージェントを所有するPEMバックエンドデー
タベースサーバ上のデータベースユーザの名
前。

	--allow_server_restart	
allow-server_restartパラメータを有効にして、
PEMが監視対象サーバーをリスタートできるよ
うにします。デフォルト値はTrueです。

Option Description



	--allow-batch-probes	

allow-batch-probesパラメータを有効にして、
PEMがこのエージェントでバッチプローブを実
⾏できるようにします。デフォルト値はFalseで
す。

	--batch-script-user	

バッチ/シェルスクリプトの実⾏に使⽤するオペ
レーティングシステムユーザを指定します。デ
フォルト値はnoneです。このパラメータを空⽩
のままにした場合、または指定したユーザが存
在しない場合、スクリプトは実⾏されません。

	--enable-heartbeat-connection
	

enable-heartbeat-connectionパラメータを有効に
して、PEMエージェントとサーバー間に専⽤の
ハートビート接続を作成し、アクティブステー
タスを更新します。デフォルト値はFalseです。

	--enable-smtp	
enable-smtpパラメータを有効にして、PEMエー
ジェントがPEMサーバーに代わってメールを送
信できるようにしデフォルト値はFalseです。

	--enable-snmp	

enable-snmpパラメータを有効にして、PEMエー
ジェントがPEMサーバーに代わってSNMPト
ラップを送信できるようにします。デフォルト
値はFalseです。

	-o	
構成ファイルオプションをオーバーライドする
かどうかを指定します。

Option Description

データベースサーバのリスタートが必要なPEM機能（監査マネージャー、ログマネー
ジャー、チューニングウィザードなど）を使⽤する前に、まず	agent.cfg	ファイルで	allo
w_server_restart	の値を	true	に設定する必要があります。

Note * PEM 7.11以降のバージョンがインストールされているPEMエージェントによっ
て実⾏されるシェル/バッチスクリプトを構成する場合、	batch_script_user	パラメー
タのユーザを指定する必要があります。スクリプトの実⾏には、⾮ルートユーザを使⽤
することを強くお勧めします。 ルートユーザを使⽤すると、データセキュリティとオペ
レーティングシステムのセキュリティが低下する可能性があります。ただし、 ルート
ユーザしてスクリプトを実⾏してpemagentをオリジナルの設定に復元する場合は、	ba
tch_script_user	パラメータ値を	root	に設定する必要があります。

	PEM_SERVER_PASSWORD	環境変数を使⽤して、PEM管理ユーザーのパスワードを設定できま
す。 	PEM_SERVER_PASSWORD	が設定されていない場合、サーバーはPEMデータベースサー
バーへの接続時に	PGPASSWORD	または	.pgpass	ファイルを使⽤します。

パスワードを提供しないと、パスワード認証エラーが発⽣します。他の必須だが省略された
情報の⼊⼒を求められます。登録が完了すると、サーバーはエージェントが正常に登録され
たことを確認します。



PEMエージェント構成パラメーターの設定

PEMエージェントRPMインストーラは、	/usr/edb/pem/agent/etc	ディレクトリ
に	agent.cfg.sample	名前付けのサンプル構成ファイルを作成します。 PEMエージェント
を登録すると、	pemworker	プログラムは実際のエージェント構成ファイル（	agent.cfg	名
前付け名前）を作成します。 	agent.cfg	ファイルを変更して、次の設定パラメータを追加
する必要があります。

	heartbeat_connection	=	true	

	ca-bundle.crt	ファイル（認証権限）の場所も追加する必要があります。デフォルトで
は、インストーラは	agent.cfg.sample	ファイルで指定された場所に	ca-bundle.crt	ファ
イルを作成しファイル。サンプルファイルからデフォルトのパラメータ値をコピーするか、
別の場所に保存されている	ca-bundle.crt	ファイルを使⽤する場合は、	ca_file	パラメー
タでその値を指定します。

	ca_file=/usr/libexec/libcurl-pem7/share/certs/ca-bundle.crt	

次に、PEMエージェントサービスをスタートするには、プラットフォーム固有のコマンドを
使⽤します。サービスの名前付けは	pemagent	です。

RHELまたはCentOS 7.xまたは8.xホストで、systemctlを使⽤してサービスをスタートしま
す。

	systemctl	start	pemagent	

サービスは、エージェントを開始していることを確認します。エージェントが登録および起
動されると、	Global	Overview	ダッシュボードおよびPEM Webインタフェースのオブジェ
クトブラウザーツリーコントロールに表⽰されます。

pemworkerユーティリティを使⽤してサーバーを登録する⽅法については、PEM
Administrator’s Guideを参照してください

root以外のユーザーアカウントを使⽤してPEMエージェント
を登録する

⾮ルートユーザアカウントを使⽤してPEMエージェントを登録するには、まずPEMエージェ
ントをルートユーザとしてインストールする必要があります。インストール後に、（例、	ed
b	）⾮ルートユーザのアイデンティティを想定し、以下の⼿順を実⾏します。

1. 	.pem	ディレクトリと	logs	ディレクトリを作成し、ファイルに読み取り、書き込み、
実⾏のアクセス許可を割り当てます。

mkdir	/home/<edb>/.pem
mkdir	/home/<edb>/.pem/logs
chmod	700	/home/<edb>/.pem
chmod	700	/home/<edb>/.pem/logs

https://www.enterprisedb.com/docs/pem/latest/pem_admin/


2. PEMサーバーにエージェントを登録します。

./pemworker	--register-agent	--pem-server	<172.19.11.230>	--pem-user	<postgres>	--pem-port	<5432>	--display-name	<non_root>	--cert-path	/home/<edb>	--config-dir	/home/<edb>

The	above	command	creates	agent	certificates	and	an	agent	configuration	file	(``agent.cfg``)	in	the	``/home/edb/.pem``	directory.	Use	the	following	command	to	assign	read	and	write	permissions	to	these	files:

``chmod	-R	600	/home/edb/.pem/agent*``

3. 	agent.cfg	ファイルのパラメーターを変更します。

agent_ssl_key=/home/edb/.pem/agent<id>.key
agent_ssl_crt=/home/edb/.pem/agent<id>.crt
log_location=/home/edb/.pem/worker.log
agent_log_location=/home/edb/.pem/agent.log

6. PEMダッシュボードでエージェントのステータスを確認します。

Managing a PEM Agent

以下のセクションでは、PEMエージェントの動作と管理に関する情報を提供します。

エージェント権限

デフォルトでは、PEMエージェントは、オペレーティングシステムホストの	root	特権と
データベースサーバのスーパーユーザ特権でインストールされます。これらの特権により、
PEMエージェントは、システムの使⽤状況について監視対象ホストおよびデータベースサー
バで無制限のプローブを呼び出し、情報を取得してPEMサーバーに返すことができます。

PEMエージェントの権限が低下すると、PEM機能が低下することにノートてください。完全
な機能を実現するには、PEMエージェントを	root	として実⾏する必要があります。 PEM
エージェントがデータベースサーバーのサービスアカウントで実⾏されている場合、PEMプ
ローブはレポートの⽣成に使⽤される統計情報に完全にアクセスできず、機能はそのアカウ
ントの機能に制限されます。 PEMエージェントが別のより低い特権のアカウントで実⾏され
る場合、機能はさらに制限されます。

PEMエージェントのオペレーティングシステム権限を制限すると、⼀部のPEMプローブは情
報を結果ず、次の機能が影響を受ける可能性があります。

Probe or Action
Operating
System

PEM Functionality Affected

Data And Logfile Analysis Linux/ Windows
Postgres Expertは完全な情報にアク
セスできません。

Session Information Linux プロセスごとの統計は不完全です。



PG HBA Linux/ Windows
Postgres Expertは完全な情報にアク
セスできません。

Service restart functionality Linux/ Windows

監査ログマネージャー、サーバーロ
グマネージャーログ分析エキスパー
ト、およびPEMは、要求された変更
を適⽤できない場合があります。

Package Deployment Linux/ Windows
PEMは、ダウンロードしたインス
トールモジュールを実⾏できませ
ん。

Batch Task Windows
PEMは、 Windowsでスケジュールさ
れたバッチジョブを実⾏できませ
ん。

Collect data from server
(root access required)

Linux/ Windows

スワップ使⽤率、CPU使⽤率、IO読
み取り、IO書き込みなどの列は、
セッションアクティビティダッシュ
ボードに0として表⽰されます。

Probe or Action
Operating
System

PEM Functionality Affected

Note * 上記のリストは包括的なものではありませんが、制限される機能の種類の概要を
提供する必要があります。

PEMエージェントのデータベース特権を制限すると、次のPEM機能が影響を受ける可能性が
あります。

Probe
Operating
System

PEM Functionality Affected

Audit Log
Collection

Linux/Windows
PEMはPEMデータベースから空のデータを受け
取ります。

Server Log
Collection

Linux/Windows PEMはサーバーログ情報を収集できません。

Database
Statistics

Linux/Windows データベース/サーバー分析ダッシュボードに
は、不完全な情報が含まれます。

Session
Waits/System
Waits

Linux/Windows
セッション/システム待機ダッシュボードには、
不完全な情報が含まれます。

Locks
Information

Linux/Windows
データベース/サーバー分析ダッシュボードに
は、不完全な情報が含まれます。

Streaming
Replication

Linux/Windows
ストリーミングレプリケーションダッシュボード
には情報は表⽰されません。



Slony
Replication

Linux/Windows
データベース分析ダッシュボードのSlony関連の
チャートには情報が表⽰されません。

Tablespace Size Linux/Windows
サーバー分析ダッシュボードには完全な情報は表
⽰されません。

xDB Replication Linux/Windows
PEMはxDBアラートとトラップを送信できませ
ん。

Probe
Operating
System

PEM Functionality Affected

プローブは、⼗分な権限を持つオペレーティングシステムを検索している場合、プローブは	
permission	denied	エラーを結果ことができます。

プローブは、⼗分な権限を持つデータベースを照会された場合、プローブ
は	permission	denied	エラーを結果か、空の値としてPEMチャート⼜はグラフで返された
データを表⽰することができます。

プローブが失敗した場合、エントリーは、プローブ、プローブが失敗した理由、そしてあな
たは、問題を解決するのにヘルプますヒントの名前が含まれているログファイルに書き込ま
れます。

あなたはPEMワーカーログファイルにプローブ関連	Probe	Log	のダッシュボードにサー
バー上で発⽣したエラー、またはレビューのエラーメッセージをビューすることができま
す。 Linuxでは、ログファイルのデフォルトの場所は次のとおりです。

	/var/log/pem/worker.log	

Windows、ログ情報は	Event	Viewer	で利⽤可能です。

エージェント設定

多数のユーザー設定可能なパラメーターとレジストリエントリが、PEMエージェントの動作
を制御します。⼀部のPEM機能を有効にするには、PEMエージェントのパラメータ設定を変
更する必要がある場合があります。 PEMエージェント構成ファイルの値を変更した後、変更
を適⽤するにはPEMエージェントをリスタートする必要があります。

	PEM_MAXCONN	パラメータを例外、PEM機能を有効にするために変更が必要な場合を除き、
EDBサポートの専⾨家に相談することなく、以下にリストされている構成パラメーターまた
はレジストリエントリを変更ないことを強くお勧めします。

Linuxシステムでは、PEM構成オプションは	/usr/edb/pem/agent/etc	にあ
る	agent.cfg	ファイルに保存されます。 	agent.cfg	ファイルには、次のエントリが含ま
れています。

Parameter Name Description Default Value



pem_host
PEMサーバーのIPアドレ
スまたはホスト名。 127.0.0.1.

pem_port

エージェントがPEMサー
バーと通信するために接
続するデータベースサー
バポート。

Port 5432.

pem_agent
PEMエージェントに割り
当てられた⼀意の識別
⼦。

The first agent is ‘1’, the
second agent is ‘2’, and so
on.

agent_ssl_key
PEMエージェントのキー
ファイルへの完全なパ
ス。

/root/.pem/agent.key

agent_ssl_crt
PEMエージェントの証明
書ファイルへの完全なパ
ス。

/root/.pem/agent.crt

agent_flag_dir

HAサポートに使⽤されま
す。別のサーバーのモニ
タリングを引き継ぐため
の要求をチェックする
ディレクトリパスを指定
します。要求は、指定さ
れたフラグディレクトリ
内のファイルのフォーム
で⾏われます。

Not set by default.

log_level

ログレベルは、PEMログ
ファイルに書き込まれる
イベントのタイプを指定
します。

warning

log_location
PEMワーカーログファイ
ルの場所を指定します。 127.0.0.1.

agent_log_location
PEMエージェントログ
ファイルの場所を指定し
ます。

/var/log/pem/agent.log

long_wait

PEMエージェントは、初
期接続に失敗した場合に
PEMサーバーに接続しよ
うとする前に待機する最
⼤⻑さ（秒単位）。

30 seconds

Parameter Name Description Default Value



short_wait

PEMエージェントは、プ
ローブがキュー（実⾏待
ち）に隣接している
チェックする前に待機す
る時間（秒）の最⼩⻑
さ。

10 seconds

alert_threads
エージェントによって⽣
成されるアラートスレッ
ドの数。

Set to 1 for the agent that
resides on the host of the
PEM server; 0 for all other
agents.

enable_smtp

マルチプルのPEMエー
ジェント（7.13以下）に
対して真に設定すると、
より多くの重複した電⼦
メールを送信する場合が
あります。⼀⽅、PEM
エージェント（7.14以
降）の場合、重複する電
⼦メールの送信回数が少
なくなる場合がありま
す。

true for PEM server host;
false for all others.

enable_snmp

マルチプルのPEMエー
ジェント（7.13以下）に
対して真に設定すると、
より多くの重複トラップ
が送信される場合があり
ます。⼀⽅、PEMエー
ジェント（7.14以降）の
場合は、より少ない重複
トラップを送信する場合
があります。

true for PEM server host;
false for all others.

enable_nagios
真に設定すると、Nagios
アラートが有効になりま
す。

true for PEM server host;
false for all others.

enable_webhook
真に設定すると、
Webhookアラートが有効
になります。

true for PEM server host;
false for all others.

Parameter Name Description Default Value



max_webhook_retries

失敗時にpemAgentが
webhookの呼び出しをリ
トライする最⼤回数を設
定します。

Default 3.

connect_timeout

エージェントが接続を待
機する最⼤秒数（ 10進数
整数⽂字列）。

Not set by default; set to 0 to
indicate the agent should wait
indefinitely.

allow_server_restart

TRUEに設定すると、
エージェントは、監視す
るデータベースサーバを
リスタートできます。こ
のパラメータの値に応じ
て、⼀部のPEM機能を有
効/無効にすることができ
ます。

False

max_connections
接続スロットルで使⽤さ
れるプローブ接続の最⼤
数。

0 (an unlimited number)

connection_lifetime

ConnectionLifetime（ま
たは
connection_lifetime）を
使⽤して、開いているが
アイドル状態の接続が保
持される最⼩秒数を指定
します。
MaxConnectionsで指定さ
れた値に到達し、待機中
の要求を満たすために
（異なるデータベースへ
の）新しい接続が必要な
場合、このパラメータは
無視されます。

By default, set to 0 (a
connection is dropped when
the connection is idle after the
agent’s processing loop).

allow_batch_probes

TRUEに設定すると、
ユーザはカスタムプロー
ブ機能を使⽤してバッチ
プローブを作成できま
す。

false

Parameter Name Description Default Value



heartbeat_connection

TRUEに設定すると、
ハートビートの送信に専
⽤の接続が使⽤されま
す。

false

batch_script_dir
スクリプトファイル（ア
ラート⽤）が保存される
パスします。

/tmp

connection_custom_setup

監視対象サーバーとの新
しい接続が確⽴されたと
きに呼び出されるSQL
コードを提供するために
使⽤します。

Not set by default.

ca_file
CA証明書が存在するパス
ます。 Not set by default.

batch_script_user
バッチ/シェルスクリプト
の実⾏に使⽤するユーザ
の名前を指定します。

None

webhook_ssl_key
webhookのSSLクライア
ントキーファイルへの完
全なパス。

webhook_ssl_crt
webhookのSSLクライア
ント証明書ファイルへの
完全なパス。

webhook_ssl_crl
webhookサーバー証明書
を検証するためのCRL
ファイルの完全なパス。

webhook_ssl_ca_crt
webhookのSSL ca証明書
ファイルへの完全なパ
ス。

allow_insecure_webhooks

真に設定すると、
webhookが安全でないフ
ラグで呼び出せるように
なります。

false

Parameter Name Description Default Value

64ビットWindowsシステムでは、PEMレジストリエントリは次の場所にあります。

	HKEY_LOCAL_MACHINE\Software\Wow6432Node\EnterpriseDB\PEM\agent	

レジストリには次のエントリが含まれます。



Parameter Name Description Default Value

PEM_HOST
PEMサーバーのIPアドレ
スまたはホスト名。 127.0.0.1.

PEM_PORT

エージェントがPEMサー
バーと通信するために接続
するデータベースサーバ
ポート。

Port 5432.

AgentID
PEMエージェントに割り
当てられた⼀意の識別⼦。

The first agent is ‘1’, the
second agent is ‘2’, and so
on.

AgentKeyPath
PEMエージェントのキー
ファイルへの完全なパス。

%APPDATA%\Roaming\pem\
agent.key.

AgentCrtPath
PEMエージェントの証明
書ファイルへの完全なパ
ス。

%APPDATA%\Roaming\pem\
agent.crt

AgentFlagDir

HAサポートに使⽤されま
す。別のサーバーのモニタ
リングを引き継ぐための要
求をチェックするディレク
トリパスを指定します。要
求は、指定されたフラグ
ディレクトリ内のファイル
のフォームで⾏われます。

Not set by default.

LogLevel

ログレベルは、PEMログ
ファイルに書き込まれるイ
ベントのタイプを指定しま
す。

warning

LongWait

PEMエージェントは、初
期接続に失敗した場合に
PEMサーバーに接続しよ
うとする前に待機する最⼤
⻑さ（秒単位）。

30 seconds

shortWait

PEMエージェントは、プ
ローブがキュー（実⾏待
ち）に隣接しているチェッ
クする前に待機する時間
（秒）の最⼩⻑さ。

10 seconds



AlertThreads
エージェントによって⽣成
されるアラートスレッドの
数。

Set to 1 for the agent that
resides on the host of the
PEM server; 0 for all other
agents.

EnableSMTP
真に設定すると、SMTP
メール機能が有効になりま
す。

true for PEM server host;
false for all others.

EnableSNMP
真に設定すると、SNMPト
ラップ機能が有効になりま
す。

true for PEM server host;
false for all others.

EnableWebhook
真に設定すると、
Webhookアラートが有効
になります。

true for PEM server host;
false for all others.

MaxWebhookRetries

失敗時にpemAgentが
webhookの呼び出しをリト
ライする最⼤回数を設定し
ます。

Default 3.

ConnectTimeout
エージェントが接続を待機
する最⼤秒数（ 10進数整
数⽂字列）。

Not set by default; if set to 0,
the agent will wait indefinitely.

AllowServerRestart

TRUEに設定すると、エー
ジェントは、監視するデー
タベースサーバをリスター
トできます。このパラメー
タの値に応じて、⼀部の
PEM機能を有効/無効にす
ることができます。

true

MaxConnections
接続スロットルで使⽤され
るプローブ接続の最⼤数。 0 (an unlimited number)

Parameter Name Description Default Value



ConnectionLifetime

ConnectionLifetime（また
はconnection_lifetime）を
使⽤して、開いているがア
イドル状態の接続が保持さ
れる最⼩秒数を指定しま
す。 MaxConnectionsで指
定された値に到達し、待機
中の要求を満たすために
（異なるデータベースへ
の）新しい接続が必要な場
合、このパラメータは無視
されます。

By default, set to 0 (a
connection is dropped when
the connection is idle after the
agent’s processing loop).

AllowBatchProbes

TRUEに設定すると、ユー
ザはカスタムプローブ機能
を使⽤してバッチプローブ
を作成できます。

false

HeartbeatConnection
TRUEに設定すると、ハー
トビートの送信に専⽤の接
続が使⽤されます。

false

BatchScriptDir
スクリプトファイル（ア
ラート⽤）が保存されるパ
スします。

/tmp

ConnectionCustomSetup

監視対象サーバーとの新し
い接続が確⽴されたときに
呼び出されるSQLコードを
提供するために使⽤しま
す。

Not set by default.

ca_file
CA証明書が存在するパス
ます。 Not set by default.

AllowBatchJobSteps

真に設定すると、バッチ/
シェルスクリプトは管理
ユーザアカウントを使⽤し
て実⾏されます。

None

WebhookSSLKey
webhookのSSLクライアン
トキーファイルへの完全な
パス。

WebhookSSLCrt
webhookのSSLクライアン
ト証明書ファイルへの完全
なパス。

Parameter Name Description Default Value



WebhookSSLCrl
webhookサーバー証明書を
検証するためのCRLファイ
ルの完全なパス。

WebhookSSLCaCrt
webhookのSSL ca証明書
ファイルへの完全なパス。

AllowInsecureWebhooks
真に設定すると、webhook
が安全でないフラグで呼び
出せるようになります。

false

Parameter Name Description Default Value

エージェントのプロパティ

PEMエージェント	Properties	ダイアログは、ダイアログが開かれたPEMエージェントに
関する情報を提供します。ダイアログを開くには、PEMクライアントツリーコントロールで
エージェント名前を右クリックし、コンテキストメニューから	Properties	を選択します。

PEM Agent Properties dialog - General tab

[ PEMエージェントプロパティ]ダイアログ-[全般]タブ

PEMエージェント	Properties	ダイアログのフィールドを使⽤して、PEMエージェントに
関する情報を確認または変更します。

	Description	フィールドには、PEMエージェントの変更可能な説明が表⽰されます。
この説明は、PEMクライアントのツリーコントロールに表⽰されます。



グループを使⽤して、PEMクライアントツリーコントロールでサーバーとエージェント
を整理できます。 	Group	ドロップダウンリストボックスを使⽤して、エージェントが
表⽰されるグループを選択します。

	Team	フィールドを使⽤して、エージェントによって監視されているサーバーにアクセ
スできるグループロールの名前を指定します。このエージェントによって監視されてい
るサーバーは、接続されたチームメンバーのPEMクライアントツリーコントロールに表
⽰されます。これは便利な機能であることにノートてください。 [チーム]フィールドは
真の分離を提供しないため、セキュリティの⽬的で使⽤しないでください。

	Heartbeat	interval	フィールドには、PEMエージェントからPEMサーバーへのレ
ポート間で経過する時間の⻑さが表⽰⻑さます。 	Minutes	または	Seconds	フィール
ドの横にあるセレクターを使⽤して、間隔を変更しインターバル。

PEM Agent Properties dialog - Job Notifications tab

[ PEMエージェントプロパティ]ダイアログ- [ジョブ通知]タブ

	Job	Notifications	タブのフィールドを使⽤して、エージェントレベルでメール通知
設定を構成します。

-	Override	default	configuration?	スイッチを使⽤して、エージェントレベルの
ジョブ通知設定でデフォルトのジョブ通知設定を上書きするかどうかを指定します。こ
のスイッチに	Yes	を選択した場合、このダイアログの残りの設定を使⽤して、ジョブ通
知を送信するタイミングと宛先を定義できます。このダイアログの残りの設定
は、	Override	default	configuration?	スイッチを有効にした場合にのみ機能するこ
とにノートしてください。 -利⽤	Email	on	job	completion?	スイッチジョブ通知が成
功したジョブの完了に送られるべきであるかどうかを指定します。 -利⽤	Email	on	a	j
ob	failure?	スイッチジョブ通知は、ジョブの失敗に送られるべきであるかどうかを指



定します。 -	Email	group	フィールドを使⽤して、ジョブ通知の送信先のメールグルー
プを指定します。

PEM Agent Properties dialog - Agent Configurations tab

[ PEMエージェントプロパティ]ダイアログ- [エージェントの構成]タブ

	Agent	Configurations	タブには、エージェントの現在の構成と機能がすべて表⽰され
ます。

-	Parameter	列には、パラメーターのリストが表⽰されます。 -	Value	列には、対応す
るパラメータの現在の値が表⽰されます。 -	Category	列には、対応するパラメータの
カテゴリが表⽰されます。 	configuration	または	capability	のいずれかです。

PEM Agent Troubleshooting

削除されたPEMエージェントの復元

エージェントが	pem.agent	テーブルから削除されている場合、復元できません。エージェ
ントを再登録するには、pemworkerユーティリティを使⽤する必要があります。

エージェントがPEM Webクライアントから削除されたが、	pem.agent	の値
が	active	=	f	のエントリーである場合、次の⼿順を使⽤してエージェントを復元できま
す。

1.次のコマンドを使⽤して、	id	および	active	フィールドの値を確認します。

	pem=#	SELECT	*	FROM	pem.agent;	



2. 	pem.agent	テーブルでエージェントのステータスを	true	に更新します。

	pem=#	UPDATE	pem.agent	SET	active=true	WHERE	id=<x>;	

ここで、	x	は、⼿順1で使⽤されたクエリーの出⼒に表⽰された識別⼦です。

3. PEM Webクライアントを更新します。

削除されたエージェントが再び復元されます。ただし、その特定のエージェントにバインド
されたサーバーはダウンしているように⾒える場合があります。この問題を解決するには、
サーバーのPEMエージェントプロパティを変更して、バインドされたエージェントを再度追
加する必要があります。変更が成功すると、サーバーは正常に実⾏されていると表⽰されま
す。

コマンドラインを使⽤して、ダウンまたは不明なステータス
のPEMエージェントを削除する

そのような薬剤の数がラージ場合	Down	⼜は	Unknown	状態で削除PEM剤にPEM Webインタ
フェースを使⽤することは困難です。このようなシチュエーションでは、コマンドラインイ
ンタフェースを使⽤して	Down	または	Unknown	エージェントを削除することができます。

1.次のクエリーを使⽤して、* N *時間以上	Down	であるエージェントを削除します。

UPDATE	pem.agent	SET	active=false	WHERE	id	IN
(SELECT	a.id	FROM	pem.agent
a	JOIN	pem.agent_heartbeat	b	ON	(b.agent_id=a.id)
WHERE	a.id	IN
(SELECT	agent_id	FROM	pem.agent_heartbeat	WHERE	(EXTRACT	(HOUR	FROM	now())-
EXTRACT	(HOUR	FROM	last_heartbeat))	>	<N>	));

2.次のクエリーを使⽤して、	Unknown	ステータスのエージェントを削除します。

UPDATE	pem.agent	SET	active=false	WHERE	id	IN
(SELECT	id	FROM	pem.agent	WHERE	id	NOT	IN
(SELECT	agent_id	FROM	pem.agent_heartbeat));
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